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(57)【要約】
　通信ネットワーク内の輻輳管理の技法が企図される。
例えば、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）レイヤおよび非アクセス層（ＮＡＳ
）レイヤを含みうる。ＲＲＣレイヤは、サービスに対す
る表示を例えばＮＡＳから受信しうる。その表示は、示
された特定のサービスに対する要求として解釈されうる
。例えば、示されたサービスは、モバイル発信される（
ＭＯ）ボイス通信、回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ
）付加サービス（ＳＳ）またはＭＯショートメッセージ
サービス（ＳＭＳ）の少なくとも１つに相当しうる。Ｒ
ＲＣレイヤは、ネットワークによって提供される１また
は複数のサービスが可能となりうることを示すシグナル
をネットワークから受信しうる。ＲＲＣレイヤは、その
サービスが可能な１または複数のサービスの１つである
場合、ＮＡＳによって求められたサービスについての接
続要求をネットワークに送信しうる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される方法であって、前記ＷＴＲＵは通
信ネットワークと通信しており、前記ＷＴＲＵは無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含
み、前記方法は、
　前記ＲＲＣレイヤによって、第１のメッセージを受信することであって、前記第１のメ
ッセージはサービスについての表示を含む、ことと、
　前記ＲＲＣレイヤによって、第２のメッセージを受信することであって、前記第２のメ
ッセージは前記通信ネットワークによって許容可能な１または複数のサービスを示す、こ
とと、
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つであることを判定することと、
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つであると、前記ＲＲＣレイヤによって、前記サービスについての接続要求を送信す
ることと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記サービスは、モバイル発信される（ＭＯ）ボイス通信、回線交換フォールバック（
ＣＳＦＢ）付加サービス（ＳＳ）またはＭＯショートメッセージサービス（ＳＭＳ）の少
なくとも１つに対応する、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第２のメッセージは、ＲＲＣシグナリングを介して受信される、請求項１の方法。
【請求項４】
　前記接続要求は、ＲＲＣシグナリングを介して送信される、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記第２のメッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含む、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＢは、ビットマップを含み、前記ビットマップは、前記通信ネットワークによ
って提供される１または複数のサービスにそれぞれ対応する１または複数のビット位置を
含み、前記通信ネットワークによって提供される前記１または複数のサービスは、前記通
信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービスを含む、請求項５の方法
。
【請求項７】
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つであることを判定することは、前記１または複数のビット位置において示される値
に基づく、請求項６の方法。
【請求項８】
　前記ＷＴＲＵは、非アクセス層（ＮＡＳ）レイヤをさらに含み、前記第１のメッセージ
は、前記ＮＡＳから受信される、請求項１の方法。
【請求項９】
　前記第２のメッセージは、前記通信ネットワークから受信される、請求項１の方法。
【請求項１０】
　前記通信ネットワークは、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）を含み、前記第２のメッセージは
、前記ｅＮＢから受信される、請求項９の方法。
【請求項１１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　プロセッサを備え、前記プロセッサは、
　第１のメッセージを受信し、前記第１のメッセージはサービスについての表示を含み、
　第２のメッセージを受信し、前記第２のメッセージは、前記ＷＴＲＵが通信している通
信ネットワークによって許容可能な１または複数のサービスを示し、
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　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つであることを判定し、
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つであると、前記サービスについての接続要求を送信する
　ように構成される、ＷＴＲＵ。
【請求項１２】
　前記サービスは、モバイル発信される（ＭＯ）ボイス通信、回線交換フォールバック（
ＣＳＦＢ）付加サービス（ＳＳ）またはＭＯショートメッセージサービス（ＳＭＳ）の少
なくとも１つに対応する、請求項１１のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記第２のメッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含み、前記ＳＩＢは、ビ
ットマップを含み、前記ビットマップは、前記通信ネットワークによって提供される１ま
たは複数のサービスにそれぞれ対応する１または複数のビット位置を含み、前記通信ネッ
トワークによって提供される前記１または複数のサービスは、前記通信ネットワークによ
って許容可能な前記１または複数のサービスを含む、請求項１１のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１ま
たは複数のサービスの１つであると前記１または複数のビット位置において示される値に
基づいて判定されるようにさらに構成される、請求項１３のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実行される方法であって、前記ＷＴＲＵは通
信ネットワークと通信しており、前記ＷＴＲＵは無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤを含
み、前記方法は、
　前記ＲＲＣレイヤによって、第１のメッセージを受信することであって、前記第１のメ
ッセージはサービスについての表示を含む、ことと、
　前記ＲＲＣレイヤによって、第２のメッセージを受信することであって、前記第２のメ
ッセージは前記通信ネットワークによって許容可能な１または複数のサービスを示す、こ
とと、
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つではないことを判定することと、
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つではないと、前記ＲＲＣレイヤによって、前記サービスについての接続要求を送信
することを抑制することと
　を備える方法。
【請求項１６】
　前記ＲＲＣレイヤによって、前記サービスについての接続要求を送信することを抑制す
ることは、前記サービスを規制することを含む、請求項１５の方法。
【請求項１７】
　前記サービスを規制することは、前記サービスについてのアクセスクラス規制（ＡＣＢ
）を実行することを含む、請求項１６の方法。
【請求項１８】
　前記サービスは、モバイル発信される（ＭＯ）ボイス通信、回線交換フォールバック（
ＣＳＦＢ）付加サービス（ＳＳ）またはＭＯショートメッセージサービス（ＳＭＳ）の少
なくとも１つに対応する、請求項１５の方法。
【請求項１９】
　前記第２のメッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）を含み、前記ＳＩＢは、ビ
ットマップを含み、前記ビットマップは、前記通信ネットワークによって提供される１ま
たは複数のサービスにそれぞれ対応する１または複数のビット位置を含み、前記通信ネッ
トワークによって提供される前記１または複数のサービスは、前記通信ネットワークによ
って許容可能な前記１または複数のサービスを含む、請求項１５の方法。
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【請求項２０】
　前記サービスが前記通信ネットワークによって許容可能な前記１または複数のサービス
の１つではないことを判定することは、前記１または複数のビット位置において示される
値に基づく、請求項１９の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【０００２】
　関連出願の相互参照
　本出願は、あらゆる目的のためにその全体が本明細書に完全に記載されるように、参照
により組み込まれている、「SYSTEM AND METHODS FOR HANDLING PRIORITY SERVICES CONG
ESTION」と表題を付けられ、2013年10月30日に出願された、米国特許仮出願第61/897,810
号明細書の利益を主張する。
【背景技術】
【０００３】
　３ＧＰＰに基づくネットワークは、数ある通信ネットワークの中でも、サービスおよび
／または手順に関連付けられる通信トラフィックに対応する輻輳を含めて輻輳に遭遇し得
る。多数のネットワークデバイス（例えば、さらに高密度なネットワークで動作させられ
るセルラースマートフォン）、およびそれらが生成する対応するネットワークトラフィッ
クもまた、通信ネットワーク輻輳の一因となり得る。例えば、ビデオストリーミング、ス
モールデータ送信、ボイス送信、および／またはマルチメディア送信、および／または類
するもの、並びに、そのような送信をサポートするネットワークサービスは全て、ネット
ワーク輻輳の一因となり得る。重要な送信（例えば、緊急時送信）は、輻輳しているネッ
トワーク内の送信リソースおよび／またはサービスに対する厳しい競合相手であり得るも
のにより、悪影響を及ぼされる場合がある。
【発明の概要】
【０００４】
　本概要は、下記で詳細な説明においてさらに説明される、単純化された形式での概念の
選択を紹介するために提供される。本概要は、主張される主題の主要な特徴および／また
は本質的な特徴を識別することは意図されず、それは、主張される主題の範囲を制限する
ために使用されることもまた意図されない。
【０００５】
　システム、方法および手段が、ネットワーク内の輻輳管理を説明するために提供される
。無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、一意的な確立原因、または一意的なサービス表示
をセットして、サービスを区別し得る。サービスは、モバイル発信される（ＭＯ：mobile
 originated）ボイス通信、ＭＯ回線交換フォールバック（ＣＳＦＢ：circuit switched 
fallback）ボイス、ＣＳＦＢ付加サービス（ＳＳ：supplementary service）またはＭＯ
ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）の１つであり得る。ＷＴＲＵは、サービスの接続
に対する要求を備えるサービス要求メッセージを基地局に送信し得る。ＷＴＲＵは、応答
メッセージを、サービス要求への応答で受信し得る。応答メッセージは、サービスの接続
に対する要求の承諾または拒絶を示す。
【０００６】
　実施形態は、通信ネットワークと通信状態にあり得る、および／または、無線リソース
制御（ＲＲＣ）レイヤを含み得る、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための１または複
数の技法を企図する。ＲＲＣレイヤは第１のメッセージを受信し得るものであり、第１の
メッセージは、サービスに対する表示を含み得る。ＲＲＣレイヤは第２のメッセージを受
信し得るものであり、第２のメッセージは、通信ネットワークにより可能となり得る１ま
たは複数のサービスを示し得る。サービスは、通信ネットワークにより可能となり得る１
または複数のサービスの１つであると決定され得る。ＲＲＣレイヤは、サービスが通信ネ
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ットワークにより可能となり得る１または複数のサービスの１つであることを基に、サー
ビスに対する接続要求を送信し得る。
【０００７】
　実施形態は、通信ネットワークと通信状態にあり得る、および／または、無線リソース
制御（ＲＲＣ）レイヤを含み得る、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）のための１または複
数の技法を企図する。ＲＲＣレイヤは第１のメッセージを受信し得るものであり、第１の
メッセージは、サービスに対する表示を含み得る。ＲＲＣレイヤは第２のメッセージを受
信し得るものであり、第２のメッセージは、通信ネットワークにより可能となり得る１ま
たは複数のサービスを示し得る。サービスは、通信ネットワークにより可能となり得る１
または複数のサービスの１つでないと決定され得る。ＲＲＣレイヤは、サービスが通信ネ
ットワークにより可能となり得る１または複数のサービスの１つでないことを基に、サー
ビスに対する接続要求を送信することを抑制し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　例の実施形態の、後続の詳細な説明が、添付図面に対する参照とともに提供される。例
示の目的で、図面は例の実施形態を示す。企図される主題は、説明または例示される、特
定の要素および／または手段に制限されない。そして、反対のことに対する特定の注記が
ない場合は、いかなる主題も、必要および／または本質的とは企図されない。追加で、説
明される実施形態は、任意の組み合わせで、全体的に、または部分的に用いられ得る。
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態が実施され得る、例示の通信システムのシ
ステム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る、例示の無線送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る、例示の無線アクセスネット
ワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る、他の例示の無線アクセスネ
ットワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る、他の例示の無線アクセスネ
ットワークおよび例示のコアネットワークのシステム図である。
【図２】実施形態に一致する、サービス優先度設定／規制技法の一例の図である。
【図３】実施形態に一致する、サービス優先度設定／規制技法の一例の図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　例示の実施形態の詳細な説明が、様々な図に対する参照とともに説明される。この説明
は、可能な実現形態の詳細な例を提供するが、詳細は、例であり、いかなる方途でも本出
願の範囲を制限しないことが意図されるということが留意されるべきである。本明細書で
使用される際に、冠詞「ａ」または「ａｎ」は、さらなる条件または特徴付けがない場合
は、例えば「１または複数の」または「少なくとも１つの」を意味すると理解され得る。
さらには本明細書で使用される際に、ユーザ機器（ＵＥ）という用語は、無線送受信ユニ
ット（ＷＴＲＵ）という用語と同じものを意味すると理解され得る。
【００１０】
　図１Ａは、１または複数の開示される実施形態が実施されうる例示的な通信システム１
００の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、放送
などのコンテンツを複数の無線ユーザに提供する多元接続システムであってよい。通信シ
ステム１００は、複数の無線ユーザが、無線帯域幅を含むシステムリソースの共用を通し
て、そのようなコンテンツにアクセスすることを可能にする。例えば、通信システム１０
０は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）およびシングルキャ
リアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１または複数のチャネルアクセス方式を利用する
ことができる。
【００１１】
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　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃおよび／または１０２ｄ（一般的に、あるいは集合的にＷＴ
ＲＵ１０２と呼ばれうる）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０３／１０４／１０
５、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８、イ
ンターネット１１０および他のネットワーク１１２を含むことができるが、開示される実
施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要
素を企図していることが理解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２
ｄの各々は、無線環境において動作および／または通信するように構成された任意のタイ
プのデバイスとすることができる。例えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１
０２ｄは、無線信号を送信および／または受信するように構成されることができ、ユーザ
機器（ＵＥ）、移動局、固定若しくは移動加入者ユニット、ページャ、セルラー電話、携
帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコン
ピュータ、無線センサおよび家電製品などを含むことができる。
【００１２】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含むことができる。基
地局１１４ａ、１１４ｂの各々は、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、インター
ネット１１０および／またはネットワーク１１２などの１または複数の通信ネットワーク
へのアクセスを円滑化するために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの
少なくとも１つとワイヤレスでインターフェースを取るように構成された、任意のタイプ
のデバイスとすることができる。例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂは、基地トランシー
バ局（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコ
ントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）および無線ルータなどとすることができる。基地
局１１４ａ、１１４ｂは各々、単一の要素として示されているが、基地局１１４ａ、１１
４ｂは、任意の数の相互接続された基地局および／またはネットワーク要素を含むことが
できることが理解されよう。
【００１３】
　基地局１１４ａは、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５の部分とすることができ、ＲＡＮ１
０３／１０４／１０５は、他の基地局、および／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、
無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなどのネットワーク要素（図示さ
れず）も含むことができる。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図
示されず）と呼ばれうる特定の地理的領域内で、無線信号を送信および／または受信する
ように構成されうる。セルは、さらにセルセクタに分割することができる。例えば、基地
局１１４ａに関連付けられたセルは、３つのセクタに分割することができる。従って、一
実施形態では、基地局１１４ａは、送受信機を３つ、すなわち、セルのセクタ毎に１つず
つ含むことができる。別の実施形態では、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ技術を利用するこ
とができ、従って、セルのセクタ毎に複数の送受信機を利用することができる。
【００１４】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介して
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数と通信することがで
き、エアインターフェース１１５／１１６／１１７は、任意の適切な無線通信リンク（例
えば、無線周波（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）
とすることができる。エアインターフェース１１５／１１６／１１７は、任意の適切な無
線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立することができる。
【００１５】
　より具体的には、上述したように、通信システム１００は、多元接続システムとするこ
とができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡおよびＳＣ－ＦＤＭＡなどの、１
または複数のチャネルアクセス方式を利用できる。例えば、ＲＡＮ１０３／１０４／１０
５内の基地局１１４ａ並びにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、広帯域ＣＤＭＡ
（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用してエアインターフェース１１５／１１６／１１７を
確立しうるユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）
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などの無線技術を実施することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰ
Ａ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含むことがで
きる。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高
速アップリンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含むことができる。
【００１６】
　別の実施形態では、基地局１１４ａ、並びにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＬＴＥ（Long Term Evolution）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を
使用してエアインターフェース１１５／１１６／１１７を確立しうる進化型ＵＭＴＳ地上
無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができる。
【００１７】
　他の実施形態では、基地局１１４ａ、並びにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは
、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ）、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２００
０　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２０００）、暫定
標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、移動体通信用グローバルシ
ステム（ＧＳＭ（登録商標））、ＧＳＭ進化型高速データレート（ＥＤＧＥ）、およびＧ
ＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実施することができる。
【００１８】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、無線ルータ、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
またはアクセスポイントとすることができ、職場、家庭、乗物およびキャンパスなどの局
所的エリアにおける無線接続性を円滑化するために、任意の適切なＲＡＴを利用すること
ができる。一実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）を確立することができる。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２
ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実施して、無線パーソナルエリ
アネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。また別の実施形態では、基地局１
１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭ
Ａ、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたは
フェムトセルを確立することができる。図１Ａに示されるように、基地局１１４ｂは、イ
ンターネット１１０への直接的な接続を有することができる。従って、基地局１１４ｂは
、コアネットワーク１０６／１０７／１０９を介して、インターネット１１０にアクセス
する必要がないことがある。
【００１９】
　ＲＡＮ１０３／１０４／１０５は、コアネットワーク１０６／１０７／１０９と通信す
ることができ、コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、音声、データ、アプリケー
ションおよび／またはＶｏＩＰ（Voice over IP）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃ、１０２ｄの１または複数に提供するように構成された、任意のタイプのネ
ットワークとすることができる。例えば、コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、
呼制御、課金サービス、モバイル位置情報サービス、プリペイド通話、インターネット接
続性、ビデオ配信などを提供することができ、および／またはユーザ認証など、高レベル
のセキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０
３／１０４／１０５および／またはコアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＲＡＮ
１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用する他のＲＡＮと直接的
または間接的に通信できることが理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用す
ることができるＲＡＮ１０３／１０４／１０５に接続されるのに加えて、コアネットワー
ク１０６／１０７／１０９は、ＧＳＭ無線技術を利用する別のＲＡＮ（図示されず）とも
通信することができる。
【００２０】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０
および／または他のネットワーク１１２にアクセスするための、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのためのゲートウェイとしてもサービスすることができる。Ｐ
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ＳＴＮ１０８は、ＰＯＴＳ（plain old telephone service）を提供する回線交換電話網
を含むことができる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコル
スイート内のＴＣＰ、ＵＤＰおよびＩＰなど、共通の通信プロトコルを使用する、相互接
続されたコンピュータネットワークとデバイスとからなるグローバルシステムを含みうる
。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営され
る有線または無線通信ネットワークを含むことができる。例えば、ネットワーク１１２は
、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用することができ
る１または複数のＲＡＮに接続された、別のコアネットワークを含むことができる。
【００２１】
　通信システム１００内のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
または全ては、マルチモード機能を含むことができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なる無線リンクを介して異なる無線ネットワークと通信
するための複数の送受信機を含むことができる。例えば、図１Ａに示されたＷＴＲＵ１０
２ｃは、セルラベースの無線技術を利用可能な基地局１１４ａと通信するように、またＩ
ＥＥＥ８０２無線技術を利用可能な基地局１１４ｂと通信するように構成されうる。
【００２２】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マ
イクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、非リムー
バブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳチップセット１３
６および他の周辺機器１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態との整
合性を保ちながら、上記の要素の任意のサブコンビネーションを含むことができることが
理解されよう。また、実施形態は、基地局１１４ａ、１１４ｂ、および／または、限定さ
れる訳ではないが、基地局（ＢＴＳ）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、アクセスポ
イント（ＡＰ）、ホームノードＢ、発展型ホームノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ）、ホームｅｖ
ｏｌｖｅｄノードＢ（ＨｅＮＢ）、ホームｅｖｏｌｖｅｄノードＢゲートウェイ、プロキ
シノード等の、基地局１１４ａ、１１４ｂが表し得るノードが、図１Ｂに図示され本明細
書で説明される要素の一部または全てを含み得ることを企図している。
【００２３】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または
複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ
回路、他の任意のタイプの集積回路（ＩＣ）および状態機械などとすることができる。プ
ロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、電力制御、入力／出力処理、および／また
はＷＴＲＵ１０２が無線環境で動作することを可能にする他の任意の機能を実行すること
ができる。プロセッサ１１８は、送受信機１２０に結合することができ、送受信機１２０
は、送受信要素１２２に結合することができる。図１Ｂは、プロセッサ１１８と送受信機
１２０を別々のコンポーネントとして示しているが、プロセッサ１１８と送受信機１２０
は、電子パッケージまたはチップ内に一緒に統合できることが理解できよう。
【００２４】
　送受信要素１２２は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介して、基地局
（例えば基地局１１４ａ）に信号を送信し、または基地局から信号を受信するように構成
されることができる。例えば、一実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信お
よび／または受信するように構成されたアンテナとすることができる。別の実施形態では
、送受信要素１２２は、例えば、ＩＲ、ＵＶ、または可視光信号を送信および／または受
信するように構成された放射器／検出器とすることができる。また別の実施形態では、送
受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送信および受信するように構成されること
ができる。送受信要素１２２は、無線信号の任意の組み合わせを送信および／または受信
するように構成されうることが理解されよう。
【００２５】
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　また、図１Ｂでは送受信要素１２２が単一の要素として示されているが、ＷＴＲＵ１０
２は、任意の数の送受信要素１２２を含むことができる。より具体的には、ＷＴＲＵ１０
２は、ＭＩＭＯ技術を利用することができる。従って、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２
は、エアインターフェース１１５／１１６／１１７を介して無線信号を送信および受信す
るための２つ以上の送受信要素１２２（例えば複数のアンテナ）を含むことができる。
【００２６】
　送受信機１２０は、送受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送受信要素１
２２によって受信された信号を復調するように構成されうる。上述したように、ＷＴＲＵ
１０２はマルチモード機能を有することができる。従って、送受信機１２０は、ＷＴＲＵ
１０２が、例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介して通信
することを可能にするための、複数の送受信機を含むことができる。
【００２７】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶表示（ＬＣＤ）
ディスプレイユニット若しくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユニット）
に結合され、それらからユーザ入力データを受信することができる。プロセッサ１１８は
、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６および／またはディスプレイ／タ
ッチパッド１２８にユーザデータを出力することもできる。また、プロセッサ１１８は、
非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２など、任意のタイ
プの適切なメモリから情報を入手することができ、それらにデータを記憶することができ
る。非リムーバブルメモリ１３０は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスクまたは他の任意の
タイプのメモリ記憶デバイスを含むことができる。リムーバブルメモリ１３２は、加入者
識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティックおよびセキュアデジタル（ＳＤ）メ
モリカードなどを含むことができる。他の実施形態では、プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ
１０２上に物理的に配置されていない、サーバまたはホームコンピュータ（図示されず）
上などのメモリから情報を入手ことができ、それらにデータを記憶することができる。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２内の
他のコンポーネントへの電力の分配および／または制御を行うように構成されうる。電源
１３４は、ＷＴＲＵ１０２に給電するための任意の適切なデバイスとすることができる。
例えば、電源１３４は、１または複数の乾電池（例えば、ニッケル－カドミウム（ＮｉＣ
ｄ）、ニッケル－亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ
－ｉｏｎ）など）、太陽電池、および燃料電池などを含むことができる。
【００２９】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合することができ、ＧＰＳチッ
プセット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば経度および緯度
）を提供するように構成されうる。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、また
はその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエ
アインターフェース１１５／１１６／１１７を介して位置情報を受信することができ、お
よび／または２つ以上の近くの基地局から受信した信号のタイミングに基づいて自らの位
置を判定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、一実施形態との整合性を保ちながら任意
の適切な位置判定方法を用いて、位置情報を獲得できることが理解されよう。
【００３０】
　プロセッサ１１８は、他の周辺機器１３８にさらに結合することができ、他の周辺機器
１３８は、追加的な特徴、機能、および／または有線若しくは無線接続性を提供する、１
または複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュールを含むこと
ができる。例えば、周辺機器１３８は、加速度計、ｅコンパス、衛星送受信機、（写真ま
たはビデオ用の）デジタルカメラ、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、バイブ
レーションデバイス、テレビ送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）ラジオユニット、デジタル音楽プレーヤ、
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メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、およびインターネットブラウザな
どを含むことができる。
【００３１】
　図１Ｃは、一実施形態に係る、ＲＡＮ１０３およびコアネットワーク１０６のシステム
図である。上述したように、ＲＡＮ１０３は、ＵＴＲＡ無線技術を利用して、エアインタ
ーフェース１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信することができ
る。ＲＡＮ１０３は、コアネットワーク１０６ａとも通信することができる。図１Ｃに示
されるように、ＲＡＮ１０３は、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含むことがで
き、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは各々、エアインターフェース１１５を介し
てＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複数の送受信機を含
むことができる。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは各々、ＲＡＮ１０３内の特定
のセル（図示されず）に関連付けることができる。ＲＡＮ１０３は、ＲＮＣ１４２ａ、１
４２ｂも含むことができる。ＲＡＮ１０３は、一実施形態との整合性を保ちながら、任意
の数のノードＢおよびＲＮＣを含むことができることが理解されよう。
【００３２】
　図１Ｃに示されるように、ノードＢ１４０ａ、１４０ｂは、ＲＮＣ１４２ａと通信する
ことができる。また、ノードＢ１４０ｃは、ＲＮＣ１４２ｂと通信することができる。ノ
ードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介して、それぞれの
ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕ
ｒインターフェースを介して互いに通信することができる。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂの
各々は、それが接続されたそれぞれのノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを制御する
ように構成されることができる。また、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂの各々は、アウタール
ープ電力制御、負荷制御、アドミッション制御、パケットスケジューリング、ハンドオー
バ制御、マクロダイバーシティ、セキュリティ機能およびデータ暗号化など、他の機能を
実施またはサポートするように構成可能である。
【００３３】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、モバイルスイッチングセンタ（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（
ＳＧＳＮ）１４８および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５
０を含むことができる。上記の要素の各々は、コアネットワーク１０６ａの部分として示
されているが、これらの要素の任意の要素は、コアネットワーク運営体とは異なるエンテ
ィティによって所有および／または運営できることが理解されよう。
【００３４】
　ＲＡＮ１０３内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介して、コアネット
ワーク１０６内のＭＳＣ１４６に接続されうる。ＭＳＣ１４６はＭＧＷ１４４に接続され
うる。ＭＳＣ１４６とＭＧＷ１４４は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへの
アクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を円滑化することができる。
【００３５】
　ＲＡＮ１０３内のＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介して、コアネット
ワーク１０６内のＳＧＳＮ１４８にも接続されうる。ＳＧＳＮ１４８はＧＧＳＮ１５０に
接続されうる。ＳＧＳＮ１４８とＧＧＳＮ１５０は、インターネット１１０などのパケッ
ト交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を円滑化すること
ができる。
【００３６】
　上述したように、コアネットワーク１０６は、ネットワーク１１２にも接続されること
ができ、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運
営される他の有線または無線ネットワークを含むことができる。
【００３７】
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　図１Ｄは、一実施形態に係る、ＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０７のシステム
図である。上述したように、ＲＡＮ１０４は、エアインターフェース１１６を介してＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を利用するこ
とができる。ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０７とも通信可能である。
【００３８】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃを含むことができるが、Ｒ
ＡＮ１０４は、一実施形態との整合性を保ちながら、任意の数のｅノードＢを含みうるこ
とが理解されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは各々、エアインターフェ
ース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するための１または複
数の送受信機を含むことができる。一実施形態では、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１
６０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施可能である。従って、ｅノードＢ１６０ａは、例えば、複
数のアンテナを使用し、ＷＴＲＵ１０２ａとの間で無線信号を送受信することができる。
【００３９】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々は、特定のセル（図示されず）に関連
付けられ、無線リソース管理判定、ハンドオーバ判定、並びにアップリンクおよび／また
はダウンリンクにおけるユーザのスケジューリング等を処理するように構成されることが
できる。図１Ｄに示されるように、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃは、Ｘ２イ
ンターフェースを介して互いに通信することができる。
【００４０】
　図１Ｄに示されるコアネットワーク（ＣＮ）１０７は、モビリティ管理ゲートウェイ（
ＭＭＥ）１６２、サービングゲートウェイ１６４およびパケットデータネットワーク（Ｐ
ＤＮ）ゲートウェイ１６６を含むことができる。上記要素の各々は、コアネットワーク１
０７の部分として示されるが、これらの要素の任意の要素は、コアネットワーク運営体と
は異なるエンティティによって所有および／または運営されうることが理解されよう。
【００４１】
　ＭＭＥ１６２は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内のｅノードＢ１６０
ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続されることができ、制御ノードとしてサービスする
ことができる。例えば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユー
ザの認証、ベアラ活動化／非活動化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの初期接続
中における特定のサービングゲートウェイの選択などを担うことができる。ＭＭＥ１６２
は、ＲＡＮ１０４とＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を利用する他のＲＡＮ（
図示されず）との間でスイッチングする制御プレーン機能も提供することができる。
【００４２】
　サービングゲートウェイ１６４は、Ｓ１インターフェースを介して、ＲＡＮ１０４内の
ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、１６０ｃの各々に接続されうる。サービングゲートウェ
イ１６４は、一般に、ユーザデータパケットをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに
／からルーティングおよび転送することができる。サービングゲートウェイ１６４は、ｅ
ノードＢ間ハンドオーバ中におけるユーザプレーンのアンカリング（anchoring）、ダウ
ンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能な場合に行うページ
ングのトリガ、並びにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストの管理およ
び記憶など、他の機能も実行することができる。
【００４３】
　サービングゲートウェイ１６４は、ＰＤＮゲートウェイ１６６にも接続されることがで
き、ＰＤＮゲートウェイ１６６は、インターネット１１０などのパケット交換ネットワー
クへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を円滑化することができる。
【００４４】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を円滑化することができる。例
えば、コアネットワーク１０７は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのアク
セスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
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、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を円滑化することができる。例えば、コ
アネットワーク１０７は、コアネットワーク１０７とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェ
ースとしてサービスするＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（Ｉ
ＭＳ）サーバ）を含むことができ、またはＩＰゲートウェイと通信することができる。ま
た、コアネットワーク１０７は、ネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃに提供することができ、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバ
イダによって所有および／または運営される他の有線または無線ネットワークを含むこと
ができる。
【００４５】
　図１Ｅは、一実施形態に係る、ＲＡＮ１０５およびコアネットワーク１０９のシステム
図である。ＲＡＮ１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を利用して、エアインターフ
ェース１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する、アクセスサー
ビスネットワーク（ＡＳＮ）とすることができる。以下でさらに説明するように、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの異なる機能エンティティと、ＲＡＮ１０５と、コアネ
ットワーク１０９との間の通信リンクは、参照点として定義されることができる。
【００４６】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ１０５は、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃと、
ＡＳＮゲートウェイ１８２とを含むことができるが、ＲＡＮ１０５は、一実施形態との整
合性を保ちながら、任意の数の基地局とＡＳＮゲートウェイとを含むことができることが
理解されよう。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは各々が、ＲＡＮ１０５内の特定の
セル（図示されず）に関連付けられ、各々が、エアインターフェース１１７を介してＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信する１または複数の送受信機を含むことができ
る。一実施形態では、基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施する
ことができる。従って、基地局１８０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲ
Ｕ１０２ａに無線信号を送信し、ＷＴＲＵ１０２ａから無線信号を受信することができる
。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃは、ハンドオフトリガリング、トンネル確立、無
線リソース管理、トラフィック分類およびサービス品質（ＱｏＳ）ポリシ実施などの、モ
ビリティ管理機能も提供することができる。ＡＳＮゲートウェイ１８２は、トラフィック
集約ポイントとしてサービスすることができ、ページング、加入者プロファイルのキャッ
シング、コアネットワーク１０９へのルーティングなどを担うことができる。
【００４７】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＲＡＮ１０５の間のエアインターフェース１
１７は、ＩＥＥＥ８０２．１６仕様を実施するＲ１参照点として定義されうる。また、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの各々は、コアネットワーク１０９との論理インタ
ーフェース（図示されず）を確立することができる。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃとコアネットワーク１０９の間の論理インターフェースは、Ｒ２参照点として定義さ
れることができ、Ｒ２参照点は、認証、認可、ＩＰホスト構成管理および／またはモビリ
ティ管理のために使用されることができる。
【００４８】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃの各々の間の通信リンクは、ＷＴＲＵハンドオー
バおよび基地局間でのデータの転送を円滑化するためのプロトコルを含む、Ｒ８参照点と
して定義されうる。基地局１８０ａ、１８０ｂ、１８０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８２の
間の通信リンクは、Ｒ６参照点として定義されうる。Ｒ６参照点は、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃの各々に関連するモビリティイベントに基づいたモビリティ管理を円
滑化するためのプロトコルを含むことができる。
【００４９】
　図１Ｅに示されるように、ＲＡＮ１０５はコアネットワーク１０９に接続されうる。Ｒ
ＡＮ１０５とコアネットワーク１０９の間の通信リンクは、例えばデータ転送およびモビ
リティ管理機能を円滑化するためのプロトコルを含む、Ｒ３参照点として定義されうる。
コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１８４と
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、認証認可課金（ＡＡＡ）サーバ１８６と、ゲートウェイ１８８とを含むことができる。
上記要素の各々は、コアネットワーク１０９の部分として示されているが、これらの要素
の任意の要素は、コアネットワーク運営体とは異なるエンティティによって所有および／
または運営されうることが理解されよう。
【００５０】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を担うことができ、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
１０２ｃが、異なるＡＳＮの間で、および／または異なるコアネットワークの間でローミ
ングを行うことを可能にする。ＭＩＰ－ＨＡ１８４は、インターネット１１０などのパケ
ット交換ネットワークへのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して
、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスの間の通信を円滑化するこ
とができる。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証およびユーザサービスのサポートを担う
ことができる。ゲートウェイ１８８は、他のネットワークとの網間接続を円滑化すること
ができる。例えば、ゲートウェイ１８８は、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワーク
へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を円滑化することができる。ま
た、ゲートウェイ１８８は、ネットワーク１１２へのアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０
２ｂ、１０２ｃに提供することができ、ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダ
によって所有および／または運営される他の有線または無線ネットワークを含むことがで
きる。
【００５１】
　図１Ｅには示されていないが、ＲＡＮ１０５は他のＡＳＮに接続され、コアネットワー
ク１０９は他のコアネットワークに接続されうることが理解されよう。ＲＡＮ１０５と他
のＡＳＮの間の通信リンクはＲ４参照点として定義されることができ、Ｒ４参照点は、Ｒ
ＡＮ１０５と他のＡＳＮの間で、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのモビリティを
調整するためのプロトコルを含むことができる。コアネットワーク１０９と他のコアネッ
トワークの間の通信リンクはＲ５参照点として定義され、Ｒ５参照点は、ホームコアネッ
トワークと在圏コアネットワークの間の網間接続を円滑化するためのプロトコルを含むこ
とができる。
【００５２】
　３ＧＰＰに基づくネットワークでは、例えば、輻輳緩和、および／または、サービスの
優先度設定が提供され得る。一部の事例では、一部のサービス／手順は、より低い優先度
を有し得るものであり、または、少しも可能とされ得ないものであり、一方で他のサービ
スは、より高い優先度を与えられ得る。しかしながら進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、より
低い優先度を有し得る（または、ことによると少しも可能とされ得ない）サービスに対す
る要求を含む無線リソース制御（ＲＲＣ）接続要求を、より高い優先度を有し得るものと
弁別することが可能でない場合がある。実施形態は、様々なタイプのサービスの無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）接続要求をｅＮＢで区別することが有用であり得るということを企図
する。
【００５３】
　モバイルネットワーク（例えば、３ＧＰＰに基づくモバイルネットワーク）内の、輻輳
緩和、および／または、あるサービスの優先度設定に対する考察が提供され得る。一部の
事例では、１または複数のサービスおよび／または手順は、システム内で可能とされ得な
いものであり（例えば、ユーザデータに対してモバイル発信されるシグナリング）、また
は、より低い優先度を与えられ得るものであり、一方で他のサービスは、より高い優先度
を与えられ得る（例えば、パケット交換（ＰＳ）または回線交換（ＣＳ）ドメイン上の緊
急時サービス）。アクセスクラス規制（ＡＣＢ：access class barring）、（例えば、回
線交換フォールバック（ＣＳＦＢ）要求の低減を実現するための）サービス固有アクセス
規制（ＳＳＡＢ：service specific access barring）、および／または、（例えば、低
アクセス優先度デバイス（ＬＡＰＤ：low access priority device）であると考察される
デバイスによりなされるアクセス試行の数を低減するための）拡張アクセス規制（ＥＡＢ
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【００５４】
　１または複数のサービスの使用の、輻輳および／または優先度設定が提供され得る。例
えばＭＯボイス通信要求、ＩＭＳボイスもしくはＣＳＦＢ要求などは、他のＩＰデータ（
例えば、ビデオストリームおよび／またはブラウジングデータ）より高位で、上方に優先
度設定され得る。ＲＲＣ＿ＩＤＬＥおよびＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤでの輻輳緩和対処
機構が、例えば、輻輳の間のモバイル発信アクセスの優先度設定（例えば、緊急時アクセ
ス、高優先度アクセス、その他）を提供するために改善され得る。モバイル発信アクセス
（例えば、ＭＯボイス通信、ＭＭＴＥＬボイスコール、および／またはＣＳＦＢボイスコ
ールなどのボイスサービスの起動のためのアクセス）の優先度設定が、例えばことによる
と、オペレータのポリシー、および／または他のシナリオに基づいて、輻輳の間、提供さ
れ得る。
【００５５】
　ＬＴＥネットワーク内の無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）は、ＳＭＳおよび／もしくは
ＣＳボイスコールなどのＣＳサービス、並びに／または付加サービス（ＳＳ）へのアクセ
スを有し得る。ＳＭＳサービスは、ＮＡＳシグナリングを使用して、本来備わったものと
して提供され得る。例えばＳＭＳメッセージは、メッセージに対する運搬手段として作動
し得るＬＴＥ　ＮＡＳメッセージによって送信され得る。ＣＳボイスコールは、ＣＳＦＢ
によって利用可能になされ得るものであり、例えばそのＣＳＦＢでＷＴＲＵは、（例えば
、ＮＡＳ拡張サービス要求（ＥＳＲ：Extended Service Request）メッセージを使用して
）システム間変更を実行することを要求し得る。一部の実施形態ではＣＳボイスコールは
、ことによると例えばシステム間変更の後で、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ内に置かれ得る。
ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ＷＴＲＵがアイドルモードであるときに、および／ま
たは、ＷＴＲＵが、接続モードでないときに、サービスを受信し得ない。ＷＴＲＵはＲＲ
Ｃ接続を確立し得るものであり、そのＲＲＣ接続のために、確立原因がｅＮＢに渡され得
るものであり、例えばそのことによってｅＮＢは、接続要求に対する理由を知り、および
／または、それを基に作動する（例えば、要求を承諾または拒絶する）ことが可能である
。ＷＴＲＵが使用し得る確立原因は、ＷＴＲＵが要求している場合がある手順（例えば、
示されるサービス）に対応し得る。ＮＡＳレイヤは、確立原因（または、示されるサービ
ス）および／または対応する手順を検証し得る。ＮＡＳレイヤは、確立原因またはサービ
ス表示をＲＲＣレイヤに渡し得る。表１は、例えば、サービス要求／サービス表示が起動
させられるときに使用され得る、確立原因を例示する。ＷＴＲＵは、例えばサービス要求
起動で、ことによると、ＳＭＳを送信する、ＣＳＦＢを要求する、および／または、ＩＰ
データに対するリソースの使用を要求する、等のために、接続モードに遷移し得る。
【００５６】
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【表１】

【００５７】
　一部の実施形態は、ｅＮＢは、ＳＭＳに対するＷＴＲＵからの要求と、ＩＰデータとの
間で区別しない場合があるということを認識する。表１で例示されるように、例えばＷＴ
ＲＵ（例えば、ＮＡＳ）は、ことによると例えば、サービス要求手順が、ＣＳＦＢ、ＳＭ
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Ｓ送信、および／またはユーザプレーンリソースに対して起動させられ得るならば、サー
ビス表示または確立原因をＭＯデータにセットし得る。一部の実施形態は、ｅＮＢは、Ｒ
ＲＣ接続要求間で区別しない場合があり、適切な規制および／または優先度設定機構を適
用することが可能でない場合があるということを認識する。システム性能をエンハンスす
る、輻輳を低減するため、および／または、１もしくは複数のサービス（例えば、ＭＯボ
イス通信）を上方に優先度設定するために、実施形態は、要求が、ことによると例えば、
数あるシナリオの中でも、システムおよび／またはｅＮＢ上の輻輳レベルに基づいて扱わ
れ得るように、要求をｅＮＢで区別することが有用であり得るということを企図する。例
えばｅＮＢは、ＭＯボイスコールを可能とするように構成され得るものであり、一方でＳ
ＭＳは、（例えば、ことによるとＳＭＳは、数ある理由の中でも、非リアルタイムサービ
スであるので）（例えば、相対的に高い）輻輳の時間には可能とされ得ない（または、Ｍ
Ｏボイスコールより低い相対的な優先度を提供され得る）。
【００５８】
　１または複数のＷＴＲＵを、例えば、ことによると（例えば、本明細書で説明されるよ
うな）あるサービスに対する、システムにアクセスするためのある構成によって制限し得
る、１または複数の規制機構が提供され得る。実施形態は、規制機構を最適化することが
有用であり得るということを企図する。例えばＣＳＦＢは、ボイスコールおよび付加サー
ビス（ＳＳ）に対して使用され得る。ボイスコールはＳＳより重要であり得る。ＷＴＲＵ
の、および／またはネットワークの（例えば、ｅＮＢの）観点からは、ＣＳＦＢを実行す
るための実際の理由（例えば、ボイスコールまたはＳＳ）は、トランスペアレントであり
得る。実施形態は、定義されるアクセスクラス規制（ＡＣＢ）機構は、ボイスコールに起
因する、またはＳＳに起因する、ＣＳＦＢに対する規制の間で区別しない場合があるとい
うことを認識する。アイドルモードであるＷＴＲＵに対して、実施形態は、アクセス制御
機構が、ボイスまたはビデオ（例えば、ＩＰマルチメディアシステム（ＩＭＳ）ボイスま
たはビデオ）アクセスを、他のデータからとの間で区別しない場合があるということを認
識する。ボイスは、例えば、ＲＲＣアイドル状態から、ＲＲＣ接続状態に移行するときに
、上方に優先度設定されない場合がある。
【００５９】
　ネットワークは、サービス固有アクセス制御（ＳＳＡＣ：service specific access co
ntrol）を使用して、ＲＲＣ接続確立でのＭＭＴＥＬボイスおよびＭＭＴＥＬビデオに対
する、モバイル発信される（ＭＯ）アクセスを、抑制し、および／または、下方に優先度
設定する場合がある。ネットワークは、ＳＳＡＣを使用せずに、輻輳での他のＭＯアクセ
スを不可能とし、一方で、ＭＭＴＥＬボイスおよびＭＭＴＥＬビデオに対するＭＯアクセ
スを可能とする場合がある。ボイスオーバーＬＴＥ（ＶｏＬＴＥ）コールは、二重の規制
に困苦する場合がある。例えばＶｏＬＴＥコールは、ＳＳＡＣにより規制され得るもので
あり、再び正規のＡＣＢにより規制され得る。ＶｏＬＴＥを要求するＷＴＲＵが、ＩＭＳ
レベルでのＳＳＡＣテストに通る場合でも、それは、それが通らない場合がある、ＲＲＣ
でのレガシーのＡＣＢテストを受ける場合がある。通常のデータのアクセスは、例えばボ
イスコールに影響を及ぼすことなく、ＡＣＢによって制御されない場合がある。そのよう
なアクセス規制機構は、ＶｏＬＴＥトラフィックが、例えば背景トラフィックより高い優
先度を有し得る機構との競合の状態にあり得る。ＳＭＳに対する要求と、ＩＰデータとの
間で区別する能力の欠乏、および、不充分な規制機構は、ＲＲＣ接続確立に対する試行の
数の増大を結果として生じさせ得る。ＲＲＣ接続確立に対する試行の数の増大は、システ
ムを悪化させ得るものであり、ただしそのことは、ことによると例えば、より少ない数の
サービスがネットワークにより可能とされ得る場合の輻輳に限定されない。
【００６０】
　サービス品質（ＱＯＳ）クラス識別子（ＱＣＩ）に基づくアクセス規制が提供され得る
。アクセス制御は、１または複数のＱｏＳ機構、例えばＱＣＩにより適用および／または
実行され得る。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵが有し得るベアラの１もしくは複数、または各々に
対するＱＣＩを承知し得る。ｅＮＢは、上方に優先度設定されるのが有用であり得るＱＣ
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Ｉベアラをシグナリングし得るものであり、ことによると一方で、他のベアラは、バック
オフされ、または、より低い優先度を割り当てられ得る。ＱＣＩベアラのそのような優先
度設定は、ＷＴＲＵが、パケットを、上方に優先度設定され得た特定のベアラ上で送信し
、一方で、他のベアラ上でのデータに対するシステムアクセス要求をバックオフすること
を引き起こし得る。実施形態は、ネットワークおよび／またはｅＮＢが、ネットワーク内
に輻輳が存在することを、および／または、ことによると、ボイスもしくはあるＱＣＩが
上方に優先度設定され得るかどうかを示すための、１または複数の技法を企図する。
【００６１】
　実施形態は、ＷＴＲＵが、異なるレイヤ、例えばＡＳ、ＮＡＳ、およびＩＭＳアプリケ
ーションでの多重アクセス規制機構を有し得るということを認識する。実施形態は、これ
らの機構が、例えば何らの競合も引き起こすことなく、ＱＣＩアクセス規制機構と並列で
働き得るような、１または複数の技法を企図する。
【００６２】
　実施形態は、ＷＴＲＵが、あるシナリオで、例えば何らかの緊急時に、ことによると、
ＱＣＩに基づくアクセス規制を起動させるｅＮＢの代わりに、ボイスパケットを搬送する
そのベアラを、他のベアラより高位で、上方に優先度設定することが有用であり得るとい
うことを認識する。実施形態は、ＷＴＲＵがそのようなＱＣＩレベル優先度設定を要求す
るための、および／または、どのようにネットワーク／ｅＮＢがＷＴＲＵからのそのよう
な要求を処理し得るかの、１または複数の技法を企図する。
【００６３】
　サービスタイプごとの確立原因および／またはサービス表示が提供され得る。確立原因
（またはサービス表示）は、ＳＭＳに対してモバイル発信される（ＭＯ）要求、ＭＯボイ
ス通信、ボイスコールに対するＣＳＦＢ、および／または、ＳＳに対するＣＳＦＢを区別
し得る。そのような確立原因またはサービス表示は、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮに適用し得
る。例えばＵＴＲＡＮではＷＴＲＵは、ボイスコール、ＳＭＳ、および／またはＳＳに対
する、一意的な確立原因またはサービス表示を使用し得る。ＷＴＲＵ（例えば、ＮＡＳ）
は、ことによると例えば、ＭＯボイス通信、および／または、ボイスコールに対するＭＯ
　ＣＳＦＢに対するサービス要求手順を起動させるときに、サービス表示または確立原因
を、ＭＯボイス通信および／またはＭＯ　ＣＳＦＢボイスにセットし得る。ＷＴＲＵ（例
えば、ＮＡＳ）は、ことによると例えば、ＳＳに対するＣＳＦＢに対するサービス要求手
順を起動させるときに、サービス表示または確立原因をＣＳＦＢ　ＳＳにセットし得る。
ＷＴＲＵ（例えば、ＮＡＳ）は、ことによると例えば、ＭＯ　ＳＭＳに対する（または、
ＭＴ　ＳＭＳに対する）サービス要求手順を起動させるときに、サービス表示または確立
原因を、ＭＯ　ＳＭＳ（または、モバイル着信されるＳＭＳに対するＭＴ　ＳＭＳ）にセ
ットし得る。ＷＴＲＵ　ＲＲＣレイヤは、示されるサービスに対する要求をネットワーク
／ｅＮＢに送信し得る。一部の実施形態ではＲＲＣ要求は、ことによるとサービスに対す
る確立原因の部分として、サービス表示を含み得る。
【００６４】
　ｅＮＢは、ことによると例えば、要求されるサービスに基づいて、ＲＲＣ要求を（例え
ば、ある要求を拒絶するために）フィルタリングするように構成され得る。ｅＮＢは例え
ば、ＳＭＳに対する要求を拒絶し得る。ｅＮＢは、例えばことによると、確立原因がＭＯ
　ＳＭＳにセットされるならば、および／または、ｅＮＢがＳＭＳサービスに対する要求
を拒絶するように構成されるならば、ＲＲＣ接続に対する要求を拒絶し得る。
【００６５】
　ｅＮＢは、（例えば、運用および保守（Ｏ＆Ｍ：operations and maintenance）によっ
て提供される）構成を有し得るものであり、そのことによって構成は、要求を承諾または
拒絶するために使用され得る。ＭＭＥは、ｅＮＢに、ＭＯ　ＳＭＳ、ＭＯボイス通信、Ｃ
ＳＦＢ　ＳＳなどのある特定のサービスに対する接続を拒絶するように通知し得る。ＭＭ
Ｅは、定義され得るＳ１ＡＰ手順を使用してそのように行い得るものであり、ＭＭＥは、
サービスが下方に優先度設定されるということを示し得る。これは、ビット位置が（例え
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ば、ＷＴＲＵに対してｅＮＢ／通信ネットワークにより提供される／容易にされる）ある
サービスを指し得る、ビットマップを使用して行われ得る。ｅＮＢは、例えば、ＭＭＥか
ら、または構成を介してのいずれかで受信される情報に基づいて、ＲＲＣ接続を拒絶し、
または、影響を与えられ得る現存する接続を解放し得る。Ｓ１ＡＰ手順（例えば、Ｓ１Ａ
Ｐ過負荷開始）が利用され得る。ＭＭＥは、ｅＮＢに、本明細書で説明されるようなサー
ビスに対してアクセス制約を停止する（例えば、要求を承諾する）ように通知するための
機構を使用し得る。
【００６６】
　ｅＮＢは、例えばランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）手順の間、ＷＴＲＵのＭＳＧ
１またはＭＳＧ３を拒絶し得る。ｅＮＢは、拒絶に対する理由がサービス（例えば、ＭＯ
　ＳＭＳ）であり得るということを示すための原因コードを含み得る。ＷＴＲＵは、（例
えば、対応する確立原因で示されるような）要求されるサービスが、例えば、ｅＮＢによ
る接続の拒絶を基に、および／または、ＲＲＣ接続の解放を基に、可能とされ得ないとい
うことを知得し得る。ｅＮＢはタイマを含み得るものであり、ＷＴＲＵは、そのタイマを
使用して、ことによると例えば、タイマが満了するまで、および／または、表示がＷＴＲ
Ｕにより、例えばシステム情報ブロック（ＳＩＢ）によって受信され得るまで、このサー
ビスに対する要求を送信することをバックオフまたは自制し得る。ＳＩＢは、サービスが
再び許可され得るということを示し得る。ｅＮＢは、要求を続行し、および／または、確
立原因をＭＭＥに転送し得る。ＭＭＥは、示されるサービス、または、示されるサービス
のタイプに基づいて、接続を拒絶することを判断し得る。接続拒絶は、ＭＭＥで実現され
得る。ＭＭＥは、ＮＡＳ接続を（例えば、サービス拒絶によって）拒絶し得るものであり
、原因をＷＴＲＵに示し得る。ＭＭＥは、原因をバックオフタイマとともに示し得る。バ
ックオフタイマは、ＷＴＲＵが、拒絶されるサービスに対する他の要求を送信することを
、タイマが満了させられるまで、および／または、ＷＴＲＵが同様のＭＴサービスに対し
てページングされるまで禁止し得る。一部の実施形態ではＷＴＲＵは、示されるサービス
に対する要求を送信するために、バックオフ時間または自制時間（例えば、規制時間）に
対する内部的なタイマを監視し得る。ＷＴＲＵタイマは、ｅＮＢによる接続の拒絶を基に
、ＲＲＣ接続の解放、および／または、１もしくは複数のサービスが許可されないという
ことを示す別の信号の受信を基に、アクティブ化／開始され得る。ＷＴＲＵタイマプリセ
ット値は、静的に構成され、および／または、（例えば、その１または複数のサービスを
示す信号の部分として）、動的に調整可能であり得る。
【００６７】
　図２を参照すると、２００２で、ＷＴＲＵ２０００は、ＳＩＢをｅＮＢ２００１から受
信し得るものであり、そのＳＩＢは、１もしくは複数のサービス、例えば、ＭＯ　ＳＭＳ
、および／もしくはボイスなどが可能とされ、並びに／または、１もしくは複数のサービ
スが可能とされないということを示し得る。２００４で、例えばＮＡＳは、メッセージを
ＲＲＣに送信し得るものであり、メッセージは、サービス要求を、ことによるとサービス
通知または確立原因とともに含み得る（例えば、ＭＯ　ＳＭＳ、および／またはＭＯボイ
スコール、または類するものなどの、新たなコール／サービスタイプを内包する）。２０
０６で、ＷＴＲＵ２０００は、ことによると例えば、ＳＩＢで受信される情報、および／
またはサービス要求に基づいて、ＲＲＣ接続要求を送信して、対応するサービスに対する
ＲＲＣ接続を確立し得る。例えば、ＭＯ　ＳＭＳに対するビット位置が、（例えば、ビッ
トマップ内で）ＭＯ　ＳＭＳがｅＮＢ２００１（および／または、ｅＮＢ２００１がその
部分である通信ネットワーク）により可能となり得る（例えば、規制されない）というこ
とを示す値にセットされ得る。ＷＴＲＵ２０００は、ことによると例えば、ＳＩＢおよび
／またはビット位置を読み出した後で、ＭＯ　ＳＭＳに対するＲＲＣ接続要求を（例えば
、ｅＮＢ／ネットワークに）送信し得る。代替的または追加的に、２００８で、ＷＴＲＵ
２０００は、ことによると例えば、ＳＩＢで受信される情報、および／またはサービス要
求に基づいて、ＲＲＣ接続要求を送信して、対応するサービスに対するＲＲＣ接続を確立
することを自制し得る。例えば、ＭＯ　ＳＭＳに対するビット位置が、（例えば、ビット
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マップ内で）ＭＯ　ＳＭＳがｅＮＢ２００１（および／または、ｅＮＢ２００１がその部
分である通信ネットワーク）により可能となり得るものでない（例えば、規制される）と
いうことを示す値にセットされ得る。ＷＴＲＵ２０００は、ことによると例えば、ＳＩＢ
および／またはビット位置を読み出した後で、ＭＯ　ＳＭＳに対するＲＲＣ接続要求を（
例えば、ｅＮＢ／ネットワークに）送信することを自制し得る。自制することは、例えば
ＭＯ　ＳＭＳに対するＡＣＢを実現することを含み得る、ＭＯ　ＳＭＳサービスを規制す
ることを含み得る。
【００６８】
　サービスごとの、より微細な（例えば、より粒度の小さい）規制が提供され得る。実施
形態は、特定のサービスごとに規制することの、より微細な粒度を企図する（例えば規制
機構は、ＭＯボイス通信、ボイスに対するＭＯ　ＣＳＦＢ、ＣＳＦＢ　ＳＳ、および／ま
たはＭＯ　ＳＭＳに対して実現され得る）。ビットマップ（または他の表示）が、サービ
スが可能とされ得る（例えば、規制されない）、および／または、可能とされ得ない（例
えば、規制される）ということを示すために、システム情報ブロック（ＳＩＢ）に含まれ
得る。
【００６９】
　例えばｅＮＢは、（ことによると例えば、本明細書で説明されるようなＭＭＥからの構
成または表示を使用して）ビット位置を、対応するサービスに対して１にセットし得る（
例えばビット位置は、あるサービスを表す、またはそのサービスに対応することが知られ
得る）。対応するサービスに対する１のビット位置は、サービスがｅＮＢ／通信ネットワ
ークにより可能とされる（例えば、規制されない）ということを示し得る。ＷＴＲＵは、
この情報をＳＩＢから読み出し得るものであり、ＷＴＲＵは、対応するサービスに対する
ＲＲＣ接続を（例えば、ＮＡＳレイヤなどの別のレイヤにより要求されるように）確立し
得る。例えば（例えば、相対的に低い）輻輳の間、ＳＭＳに対するビット位置は１にセッ
トされ得るものであり、ＷＴＲＵは、ＳＩＢおよび／またはビット位置を読み出した後で
、ＳＭＳに対するＲＲＣ接続要求を送信し得る。実施形態は、１または０のビット値が、
ことによると、オペレータ／ユーザデバイスごとに最も適して構成されるように、可能と
なり得る（例えば、規制されない）サービス、または、可能とされない（例えば、規制さ
れる）サービスを伝えるために使用され得るということを企図する。
【００７０】
　さらに例として、対応するサービスに対する０のビット位置は、サービスがｅＮＢ／通
信ネットワークにより可能とされない（例えば、規制される）ということを示し得る。Ｗ
ＴＲＵは、この情報をＳＩＢから読み出し得るものであり、ＷＴＲＵは、対応するサービ
スに対するＲＲＣ接続を確立することを自制し得る。例えば（例えば、相対的に高い）輻
輳の間、ＳＭＳに対するビット位置は０にセットされ得るものであり、ＷＴＲＵは、ＳＩ
Ｂおよび／またはビット位置を読み出した後で、ＳＭＳに対するＲＲＣ接続要求を送信す
ることを自制し得る。自制することは、ＳＭＳに対するＡＣＢを適用することを含み得る
、ＳＭＳを規制することを含み得る。ＲＲＣレイヤは、ＮＡＳレイヤに、規制に関して通
知し得る。ＲＲＣレイヤは、ＮＡＳレイヤに、規制がいつ終了するか／終了するかどうか
を通知し得る。ＮＡＳレイヤ（例えば、進化型モビリティ管理（ＥＭＭ））は、要求をト
リガし得るエンティティ（例えば、ＳＭＳエンティティ）に、サービスが、ことによると
いくらかの時間の間、利用不可能であり得るということを通知し得る。ＷＴＲＵは、対応
するメッセージをユーザに表示し得る。
【００７１】
　図３を参照すると、３００２で、ＷＴＲＵ３０００は、ＳＩＢをｅＮＢ３００１から受
信し得るものであり、そのＳＩＢは、１もしくは複数のサービス、例えば、ＭＯ　ＳＭＳ
、および／もしくはボイス等が可能とされ、並びに／または、１もしくは複数のサービス
が可能とされないということを示し得る。３００３で、ＷＴＲＵ３０００は、ことによる
と例えば、ＳＩＢで受信される情報、および／またはサービス要求に基づいて、ＲＲＣ接
続要求を送信して、可能ではないと示される１または複数のサービスに対するＲＲＣ接続
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を確立することを自制し得る。例えば、ＭＯ　ＳＭＳに対するビット位置が、（例えば、
ビットマップ内で）ＭＯ　ＳＭＳがｅＮＢ３００１（および／または、ｅＮＢ３００１が
その部分である通信ネットワーク）により可能となり得るものでない（例えば、規制され
る）ということを示す値にセットされ得る。３００４で、ＲＲＣレイヤは、ＮＡＳレイヤ
に、サービス固有ＡＣＢを通知し得る。ＲＲＣレイヤは、ＮＡＳレイヤに、規制がいつ終
了するか、および／または、終了することになるかを通知し得る。３００６で、ＮＡＳレ
イヤ（例えば、ＥＭＭ）は、要求をトリガしたエンティティ（例えば、ＳＭＳエンティテ
ィ）に、サービスが（例えば、いくらかの時間の間）利用不可能であるということを通知
し得る。
【００７２】
　ネットワーク（例えば、ｅＮＢおよび／またはＭＭＥ）は、ＷＴＲＵに、ＳＭＳに対す
るＭＯ要求は（例えば、ネットワークにより構成されるような）ある継続期間の間許可さ
れ得ないということを通知し得るものであり、そのことは、ことによると例えば、ボイス
コールに対する成功裏のＲＲＣ接続の機会を増大し、輻輳を低減し、および／または、ボ
イスコールなどのあるサービス（例えば、ＭＯボイス、ボイス通信、ボイスに対するＩＭ
Ｓおよび／もしくはＣＳＦＢ、またはＣＳＦＢ）を上方に優先度設定するためのものであ
る。そのような許可情報は、他のやり方ではＳＭＳに対して起動させられ得たＲＲＣ接続
要求を低減し得るものであり、そのことは例えば、他のサービス（例えば、より高い優先
度のものであり得るボイスコール）に対する成功の機会を増大し得る。
【００７３】
　１または複数の優先度レベルが提供され得る。例えば、ＭＴ　ＩＭＳおよび／またはＭ
Ｏボイス通信（および／またはＣＳＦＢボイス）は、最も高い優先度（例えば、優先度レ
ベル１）を与えられ得る。ＭＯボイス通信および／またはＭＯ　ＩＭＳおよび／またはＣ
ＳＦＢボイスは、優先度レベル１より低い優先度（例えば、優先度レベル２）を与えられ
得る。ＭＴ　ＳＭＳは、優先度レベル２より低い優先度（例えば、優先度レベル３）を与
えられ得る。ＭＯ　ＳＭＳは、優先度レベル３より低い優先度（例えば、優先度レベル４
）を与えられ得る。ＭＴ　ＳＳは、優先度レベル４より低い優先度（例えば、優先度レベ
ル５）を与えられ得る。ＭＯ　ＳＳは、最も低い優先度（例えば、優先度レベル６）を与
えられ得る。ＷＴＲＵは、優先度レベルのこのリスト（または、他の同様のリスト）によ
って構成され得る。ＷＴＲＵは、輻輳制御を開始するように通知され得る。ＷＴＲＵは、
構成を使用して、ことによると、ｅＮＢによりブロードキャストシグナリングを使用して
通知されるような、並びに／または、専用化されたシグナリングによってｅＮＢおよび／
もしくはモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）から通知されるような、あるサービスを
要求することを自制し得る。企図される技法の１または複数は、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮ
で用いられ得る。企図される技法の１または複数は、ＷＴＲＵにより、接続モードで用い
られ得る。１または複数の技法は、それぞれ、ＧＥＲＡＮ／ＵＴＲＡＮに対する基地局シ
ステム（ＢＳＳ）／ＲＮＣにより用いられ得る。ＭＭＥ等価物は、モバイルスイッチング
センタ（ＭＳＣ）またはＳＧＳＮであり得る。
【００７４】
　オペレータポリシーに基づくアクセス制御が提供され得る。オペレータポリシーに基づ
くアクセス制御は、オペレータ固有のポリシーおよびアクセス制御規則の使用を通じて現
実化され得る。ポリシーは、フローに基づくポリシー（例えば、ＩＰフローに基づくポリ
シー）、サービスに基づくポリシー（例えば、特定のＡＰＮ）、シグナリング無線ベアラ
に基づくポリシー（例えば、シグナリング無線トラフィックフィルタまたは識別子）、デ
ータ無線ベアラに基づくポリシー、および／または、ＱＣＩに基づくポリシー、等であり
得る。ＩＰフローフィルタは、アドレスタイプ、開始ソースＩＰアドレス、終了宛先ＩＰ
アドレス、プロトコルタイプ、開始ソースポート番号、終了ソースポート番号、開始宛先
ポート番号、終了宛先ポート番号、ＱＯＳ、および／またはアプリケーションＩＤの、１
または複数を含み得る。ポリシーは、ＷＴＲＵ上であらかじめ構成され、および／または
、ＷＴＲＵに、例えば制御プレーンを通じて、もしくはユーザプレーンを通じてシグナリ
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ングされ得る。制御プレーンによるシグナリングの例は、ＲＲＣブロードキャストシグナ
リング、ＲＲＣ個別シグナリング、および／またはＮＡＳシグナリング、等であり得る。
ユーザプレーンシグナリングの例は、Ｓ１４インターフェースによるシグナリングであり
得る。ＡＮＤＳＦポリシーシグナリング機構が使用され得る。ユーザプレーンシグナリン
グ機構の別の例は、ＩＭＳシグナリングデータベアラによるシグナリングであり得る。ポ
リシーは、列挙され、および／または、ビットマップの形式で表され得るものであり、列
挙またはビットマップの、１もしくは複数の、または各々の要素は、ＷＴＲＵでの特定の
ポリシー定義を指し示す。例えば異なるポリシーが、異なるカテゴリのユーザに対してセ
ットされ得る（例えば、ゴールドユーザ対シルバーユーザ対ブロンズユーザ）。
【００７５】
　ポリシーに基づくアクセス制御は、例えばアクセス規制機構および／またはアクセス優
先度設定機構によって達成され得る。ネットワーク（例えば、ｅＮＢおよび／またはＭＭ
Ｅ）は、ポリシーに基づくアクセス制御情報をＷＴＲＵにシグナリングして、１または複
数の特定のアクセス規制ポリシーをアクティブ化し得る。ネットワーク（例えば、ｅＮＢ
および／またはＭＭＥ）は、ポリシーに基づくアクセス制御情報をＷＴＲＵにシグナリン
グして、特定のアクセス優先度設定ポリシー、または複数のポリシーをアクティブ化し得
る。ポリシーの実行は、アクセス層で、ＡＣＢまたはＥＡＢ機構の実行に関して、例えば
その実行のように行われ得る。ポリシーの実行は、１または複数のより高いレイヤ、例え
ば、非アクセス層レイヤ、または、ＳＳＡＣのようなＩＭＳレベルで行われ得る。ポリシ
ーの実行は、ことによると例えば、アクセス制御されているトラフィックのタイプに依存
して、アクセス層レイヤ、および／または、より高いレイヤで提供され得る。ポリシーの
定義は、有効エリア定義を含み得る。例えばポリシーは、ＷＴＲＵ内のポリシーに対して
定義される有効エリアが、加入者の現在の場所を含み得るならば、ネットワークによりア
クティブ化され得るものであり、および／または、与えられる加入者に適用し得る。ポリ
シーは、ポリシーの適用範囲に対するその日の時間を含み得る。例えばポリシーは、ＷＴ
ＲＵ内のポリシーに対して定義されるその日の時間が、その間はポリシーがアクティブで
あり得る時間をカバーし得るならば、ネットワークによりアクティブ化され得るものであ
り、および／または、与えられる加入者に適用し得る。
【００７６】
　ネットワークは、ＷＴＲＵを１または複数のポリシーによって構成し得る。例えば、３
つのポリシーＰ１およびＰ２およびＰ３（例示の目的であって、制限的でない目的で使用
されるポリシー注釈）が存在し得る。ポリシーＰ１はゴールド加入者に対してセットされ
得るものであり、ポリシーＰ２はシルバー加入者に対してセットされ得るものであり、ポ
リシーＰ３はブロンズ加入者に対してセットされ得る。例えば、ポリシーＰ１、Ｐ２およ
び／またはＰ３の、１または複数は、１または複数のトラフィックフローフィルタを含み
得る。また例えば、例のポリシーＰ１は、３つのＩＰフローフィルタ（例えば、Ｆ１（Ｐ
１）、Ｆ２（Ｐ１）、Ｆ３（Ｐ１））を含み得る。ポリシーＰ２は、３つのＩＰフローフ
ィルタ（例えば、Ｆ１（Ｐ２）、Ｆ２（Ｐ２）、Ｆ３（Ｐ２））を含み得る。ポリシーＰ
３は、２つのＩＰフローフィルタ（例えば、Ｆ１（Ｐ３）、Ｆ２（Ｐ３））を含み得る。
【００７７】
　アクセスネットワーク発見および選択機能（ＡＮＤＳＦ）サーバは、Ｓ１４インターフ
ェースによって、ＷＴＲＵをＰ１、Ｐ２および／またはＰ３ポリシーで構成し得る。ｅＮ
Ｂは、ＷＴＲＵをポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３によって構成し得る。ｅＮＢは
、個別ＲＲＣシグナリングおよび／またはＲＲＣブロードキャストシグナリングを使用し
得る。ＷＴＲＵのＲＲＣレイヤは、ことによると例えば、ポリシーＰ１、Ｐ２および／ま
たはＰ３を受信することを基に、ポリシーをＷＴＲＵ内部の上位レイヤに転送し得る。Ｍ
ＭＥは、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３をＷＴＲＵにシグナリングし得る。ＷＴ
ＲＵのＮＡＳレイヤは、ことによると例えば、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３を
受信することを基に、ポリシーを、ＷＴＲＵの上位レイヤ内部の他のエンティティに転送
し得るものであり、および／または、それらを下方に、ＷＴＲＵ内部のアクセス層レイヤ
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に転送し得る。
【００７８】
　ＷＴＲＵは、オペレータにより、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３によって静的
に予め構成され得る。ＷＴＲＵ上の予め構成されたポリシーは、本明細書で説明される方
法の１つを使用して更新され得る。予め構成されたポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ
３を受信し得るＷＴＲＵ内の機能は、ポリシーを、ＷＴＲＵ上のＮＡＳレイヤ、アクセス
層レイヤ、および／もしくはＡＮＤＳＦクライアント、または、アクセス制御と相互作用
し得るＷＴＲＵ内の他のエンティティ、例えばＩＭＳレイヤに転送し得る。
【００７９】
　ｅＮＢは、ビットマップ、例えば［ビット（Ｐ１）＝１、ビット（Ｐ２）＝０、ビット
（Ｐ３）＝０］をＷＴＲＵにシグナリングし得る。ビットマップは、ＲＲＣ個別シグナリ
ングおよび／またはＲＲＣブロードキャストシグナリングを使用してシグナリングされ得
る。例えばｅＮＢは、ビットマップを使用して、ＷＴＲＵに、ポリシーＰ１の判定基準と
マッチするトラフィック（例えば、ポリシーＰ１で定義され得るＩＰフロー）が、アクセ
スに対して上方に優先度設定され得るものであり、ことによると一方で、ポリシーＰ２お
よび／またはＰ３の判定基準とマッチするトラフィックは、アクセスから規制され、また
は、Ｐ１トラフィックのものより低い相対的な優先度を割り当てられ得るということを通
知し得る。ｅＮＢは、ＷＴＲＵ上のアクセス制御のアクティブ化および／または非アクテ
ィブ化を、アクティブ化フラグを使用して制御し得る。ｅＮＢは、アクティブ化フラグを
ＷＴＲＵに、ＲＲＣ個別シグナリングおよび／またはＲＲＣブロードキャストシグナリン
グを使用してシグナリングし得る。例えばことによると最適化として、ｅＮＢは、ポリシ
ーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３の、１もしくは複数、または各々に対する優先度因子を
ブロードキャストし得るものであり、ポリシーの１もしくは複数、または各々に対して、
０≦優先度因子（priority factor）≦１である。ネットワーク（例えば、ｅＮＢ）は、
与えられるポリシーに対する優先度因子を使用して、１または複数のＷＴＲＵを、アクセ
スに対して上方に優先度設定され得る与えられるポリシーによって制御し得る。ｅＮＢは
、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３の、１もしくは複数、または各々に対する規制
因子をブロードキャストし得るものであり、ポリシーの１もしくは複数、または各々に対
して、０≦規制因子（barring factor）≦１である。ｅＮＢは、規制因子を使用して、１
または複数のＷＴＲＵを、アクセスに対して規制され得る与えられるポリシーによって制
御し得る。ｅＮＢは、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３の、１もしくは複数、また
は各々に対する規制時間をブロードキャストし得る。ｅＮＢは、与えられるポリシーに対
する規制時間を使用して、どれだけ長くＷＴＲＵに対するアクセスが、そのポリシーによ
り定義される判定基準とマッチするトラフィックに対して規制され得るかを制御し得る。
【００８０】
　他のネットワークノード、例えばＭＭＥが、ＷＴＲＵに、ポリシービットマップ、優先
度因子、規制因子、および／または規制時間をシグナリングし得る。ＭＭＥは、この情報
をＷＴＲＵに、例えば、ＮＡＳシグナリング、および／または、他のより高いレイヤプロ
トコルシグナリングを使用してシグナリングし得る。ＩＭＳシグナリングノードが、情報
をＷＴＲＵにシグナリングし得る。ＡＮＤＳＦサーバなどのネットワークノードが、ポリ
シー情報をＷＴＲＵにシグナリングし得る。
【００８１】
　ＩＰフローが、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３を（前の例でのように）説明す
るために使用され得る一方で、他のパラメータ、例えばＱＣＩおよび／またはＡＰＮ（例
えば、サービスに基づくアクセス制御）が、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３を定
義するために使用され得る。例えばＰ１は、ＱＣＩ１、ＱＣＩ５、および／もしくはＱＣ
Ｉ９を伴う、１もしくは複数のインターネットプロトコル（ＩＰ）フローを含み得るもの
であり、Ｐ２は、ＱＣＩ３および／もしくはＱＣＩ９を伴う、１もしくは複数のＩＰフロ
ーを含み得るものであり、Ｐ３は、少なくともＱＣＩ９または類するものを伴うＩＰフロ
ーを含み得るものである。ｅＮＢは、コアネットワークにより、ポリシーＰ１、Ｐ２およ
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び／またはＰ３によって構成され得る。ｅＮＢ機能は、ことによると例えば、ＩＰフロー
が、ポリシーを説明するために使用され得るならば、ＩＰフローフィルタを検出するよう
に定義され得る。サービス品質クラス識別子（ＱＣＩ）番号は、優先度のレベルを示し得
るものであり、一部の実施形態では、例えばＱＣＩ１は最も高い優先度であり得るもので
あり、ＱＣＩ９は最も低い優先度であり得る。
【００８２】
　ＷＴＲＵは、ポリシーに基づくアクセス制御ビットマップ、優先度因子、規制因子、お
よび／または規制時間を使用して、アクセス制御を実行し得る。例えばＷＴＲＵは、ビッ
トマップ［ビット（Ｐ１）＝１、ビット（Ｐ２）＝０、ビット（Ｐ３）＝０］を受信し得
る。ＷＴＲＵは、アクセス制御アクティブ化フラグを受信し得る。ＷＴＲＵは、ことによ
ると例えば、アクセス制御アクティブ化フラグおよび／またはポリシービットマップを受
信すると、アクセス制御をアクティブ化し得る。１にセットされるビット（Ｐ１）によっ
て、ＷＴＲＵは、ポリシーＰ１により定義される判定基準とマッチするトラフィックデー
タパケットを上方に優先度設定し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、アクセス制御
がアクティブであり得る間、Ｐ１に対応するもの以外のトラフィックを規制し得る（また
は、より低い相対的な優先度にセットし得る）。
【００８３】
　ＷＴＲＵは、ネットワークから、アクセスに対して上方に優先度設定されているポリシ
ーに対応するビットを受信し得る。ＷＴＲＵは、ネットワークから、アクセスに対してＷ
ＴＲＵに使用されることになるポリシーに対応し得るビットを受信し得る。ＷＴＲＵは、
アクセス優先度因子をネットワークから、１もしくは複数の、または各々の、ポリシーＰ
１、Ｐ２および／またはＰ３に対して受信し得る。ＷＴＲＵは、ランダム数「ｒａｎｄ」
を取り出し得るものであり、そのｒａｎｄは、値域０≦ｒａｎｄ＜１内に均一に分散され
得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ランダム数が、ＷＴＲＵにより受信されるアク
セス優先度因子より低いならば、アクセスに対して、対応するポリシーとマッチするトラ
フィックを上方に優先度設定し得ない。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ランダム数が
、アクセス優先度因子より高い、またはその因子と等しいならば、対応するポリシーとマ
ッチするトラフィックをアクセスに対して上方に優先度設定し得る。トラフィックが上方
に優先度設定され得ないシナリオでは、ＷＴＲＵは、アクセスに対して時間の量の間、ト
ラフィックを規制し（または、より低い優先度にセットし）得るものであり、その時間の
量は例えば、例えば評価されているポリシーに対応し得る、受信される規制時間に基づい
て決定され得る。
【００８４】
　ＷＴＲＵは、ネットワークへのアクセスに対するアクセス規制因子を、１もしくは複数
の、または各々の、ポリシーＰ１、Ｐ２および／またはＰ３に対して受信し得る。ＷＴＲ
Ｕは、ことによると例えば、ランダム数が、ＷＴＲＵにより受信されるアクセス規制因子
より低いならば、対応するポリシーとマッチするトラフィックを規制し得ない（または、
そのトラフィックの優先度を低下させ得ない）。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ラン
ダム数が、アクセス規制因子より高い、またはその因子と等しいならば、対応するポリシ
ーとマッチするトラフィックを規制し得る（または、そのトラフィックの優先度を低下さ
せ得る）。例えばＷＴＲＵは、時間の量の間、トラフィックを規制し得る（または、その
トラフィックの優先度を低下させ得る）ものであり、その時間の量は例えば、評価されて
いるポリシーに対応する、受信される規制時間に基づいて算出され得る。ＷＴＲＵは、こ
とによると例えば、ランダム数が、ＷＴＲＵにより受信されるアクセス優先度因子より低
いならば、対応するポリシーとマッチするトラフィックをアクセスに対して上方に優先度
設定し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ランダム数が、アクセス優先度因子より
高い、またはその因子と等しいならば、対応するポリシーとマッチするトラフィックをア
クセスに対して上方に優先度設定し得ない。トラフィックが上方に優先度設定され得ない
シナリオでは、ＷＴＲＵは、ことによると例えば、時間の量の間、トラフィックをアクセ
スに対して規制し（または、優先度を低下させ）得るものであり、その時間の量は、評価
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されているポリシーに対応し得る、受信される規制時間に基づいて決定され得る。
【００８５】
　ＷＴＲＵは、アクセス規制因子を、１もしくは複数の、または各々の、ポリシーＰ１、
Ｐ２および／またはＰ３に対して受信し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ランダ
ム数が、ＷＴＲＵにより受信されるアクセス規制因子より低いならば、対応するポリシー
とマッチするトラフィックを規制し得る。ＷＴＲＵは、時間の量の間、トラフィックを規
制し得るものであり、その時間の量は例えば、評価されているポリシーに対応し得る、受
信される規制時間に基づいて算出され得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ランダム
数が、アクセス規制因子より高い、またはその因子と等しいならば、対応するポリシーと
マッチするトラフィックを規制し得ない。
【００８６】
　本明細書で説明されるポリシーのＷＴＲＵ内部での実行は、ＷＴＲＵアクセス層で、お
よび／または、ＷＴＲＵのより高い層の１もしくは複数で、例えば、ＮＡＳで、および／
または、ＩＭＳレイヤで現実化され得る。
【００８７】
　エンハンスされるＱＣＩに基づくアクセス規制が提供され得る。ＷＴＲＵは、ことによ
ると例えば、ネットワークが、ネットワーク輻輳が存在するということを示し得るとき、
ＱＣＩに基づくアクセス制御機構を可能にし（例えば、暗黙に可能にし）得る。一部の実
施形態では、１または複数のＱＣＩベアラの優先度設定を可能にするための、ｅＮＢおよ
び／またはネットワークからの明示的な表示が存在し得る。
【００８８】
　数あるシナリオの中でも、例えば、ネットワークおよび／またはｅＮＢがボイスサービ
スを明示的に上方に優先度設定し得るシナリオでは、ネットワークは、ボイスに対するあ
るＱＣＩ（例えば、ＱＣＩ１）を伴うベアラはバックオフされ得ないものであり、ことに
よると、他のＱＣＩ値を伴う他のベアラは、バックオフされ得るものであり、および／ま
たは、（例えば、時間のある期間の間）システムアクセスをなすことを可能とされ得ない
ということを示し得る。そのような実施形態は、ボイスベアラを、他のタイプのトラフィ
ックを含むベアラより高位で、上方に優先度設定し得る。
【００８９】
　ｅＮＢ／ネットワークにより送信および／またはブロードキャストされる、１または複
数のタイプの輻輳表示が提供され得る。輻輳表示は、ＷＴＲＵが、あるＱＣＩベアラを上
方に優先度設定することを可能にし（例えば、暗黙に可能にし）得る。ネットワークは、
輻輳のレベルを、ＳＩＢブロードキャストメッセージでブロードキャストし得る。例えば
ネットワークは、（例えば、１、２または３にセットされ得る）ＲＲＣ情報要素（ＩＥ）
またはＳＩＢ　ＩＥ内の輻輳のレベルを記述し得る。レベル１は、ネットワークが輻輳し
ていないことを示し得る。レベル２は、ネットワークが（例えば、相対的に）中程度に輻
輳していることを示し得る。レベル３は、ネットワークが（例えば、相対的に）重度に輻
輳していることを示し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ＷＴＲＵがレベル３輻輳
を読み出し得るときに、非ボイスベアラに対して、バックオフし（例えば、暗黙にバック
オフし）得るものであり、および／または、アクセスを規制し得るものであり（例えばそ
のことは、ＡＣＢを実現することを含み得る）、および／または、ボイスコールに対する
ネットワークへのアクセスを要求し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ＷＴＲＵが
ＭＯデータに対するＲＲＣ要求を送信し得るものであり、それがｅＮＢにより拒絶される
ときに、ネットワークが輻輳しているおそれがあるということを（例えば、暗黙に）想定
し得る。ＷＴＲＵは、ネットワークにより承諾され得るボイスコールに対するアクセスを
要求し得る。
【００９０】
　ネットワークは、１または複数のＱＣＩベアラを上方に優先度設定するように、ＷＴＲ
Ｕを（例えば、明示的に）示し得る。この通知は、後に続く方途：優先度を有する１また
は複数のＱＣＩ値を伴う、ＲＲＣおよび／またはＳＩＢメッセージで表示を送信すること
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う表示を送信すること、並びに／または、ｅＮＢが、ボイスパケットを含むデータ無線ベ
アラ（ＤＲＢ）に対するスケジューリング要求を承諾し得ることの、１または複数で、Ｗ
ＴＲＵに送信され得る。
【００９１】
　ＷＴＲＵは、１または複数のアクセス規制機構を実装し得る。アクセス規制機構は、輻
輳しているネットワークシナリオ内にあり得るＷＴＲＵが、例えばネットワーク内の輻輳
状況を一層悪くし得る、ネットワークへの不必要な接続要求を送信しないことを可能にし
得る。一部の実施形態ではネットワークは、ＷＴＲＵに、ある機構を時間上の与えられる
点で使用することを示すことを、例えばことによると、他の機構が、ＱＣＩに基づくアク
セス規制がアクティブ化されるときに利用可能であり得るならば行い得る。ＷＴＲＵは、
アクセス規制機構の１または複数を非アクティブ化し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例
えば、輻輳のレベルに依存して、アクセス規制機構の１もしくは複数、または各々を維持
し得る。
【００９２】
　例えばＷＴＲＵは、ことによると例えば、ネットワークが、ネットワーク内にレベル３
輻輳が存在することを示し得るならば、アクティブ化されるアクセス規制機構の、各々、
または、相対的に大きなサブセットを維持し得る。ＷＴＲＵは、ことによると例えば、レ
ベル２輻輳が示されるとき、１もしくは複数の、または、より小さなサブセットを適用す
ることを維持し得る。ネットワークは、ＷＴＲＵに、時間上の点で適用され得る機構を示
すことが可能であり得る。
【００９３】
　ＷＴＲＵは、ことによると例えば、ネットワーク内に輻輳が存在しないとき、ボイスサ
ービス、または何らかの他のサービスに対するそのアクセスを上方に優先度設定するよう
に、ネットワークに依頼し得る。これは、例えば、ＷＴＲＵが、ネットワークに示され得
る緊急時状況であるときに起こり得る。ネットワークは、ＱＣＩに基づくアクセスクラス
規制機構、および／または、何らかの他のアクセス規制機構をアクティブ化して、ことに
よると例えば、要求されるサービス、例えばボイスコールを上方に優先度設定し得る。Ｗ
ＴＲＵの１つにより要求され得る、ＱＣＩに基づくアクセス規制は、そのｅＮＢのカバレ
ッジのもとにある他のＷＴＲＵの、１もしくは複数、または各々に適用し得る。ボイスコ
ールは、ことによると例えば、緊急時ＷＴＲＵが、ボイスコールをなしている、および／
または、その緊急時状況に関する情報を提供している場合がある間、そのセル内で、時間
のある期間の間、上方に優先度設定され得る。ｅＮＢは、ことによると例えば、アクセス
クラス規制を要求し得たＷＴＲＵが、その緊急時ボイスコールを終了するときに、その通
常の動作に戻るように復帰し得る。
【００９４】
　特徴および要素が上記で、個別の組み合わせで説明されているが、当業者は、各々の特
徴または要素が、単独で、または、他の特徴および要素との任意の組み合わせで使用され
得るということを十分認識するであろう。追加で、本明細書で説明される方法は、コンピ
ュータまたはプロセッサによる実行のためにコンピュータ可読メディアに組み込まれる、
コンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアで実現され得る。コンピ
ュータ可読メディアの例は、電子信号（有線または無線接続によって送信される）、およ
びコンピュータ可読記憶メディアを含む。コンピュータ可読記憶メディアの例は、ＲＯＭ
、ＲＡＭ、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部的なハードディス
クおよびリムーバブルディスクなどの磁気メディア、磁気光学メディア、並びに、ＣＤ－
ＲＯＭディスクおよびデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）などの光学メディアを含
むが、それらに制限されない。ソフトウェアとの関連の状態にあるプロセッサは、ＷＴＲ
Ｕ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または、任意のホストコンピュータでの使用のための
無線周波数トランシーバを実現するために使用され得る。
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